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1
　
漁業と環境教育
1
　
幡豆の今
本書の第
1部
3章においても触れたが、最近の幡豆の漁業は、漁業者数自体は大幅な減少があ
るわけではないが、沖合で行う底曳網漁などから干潟や岸近くで行う定置網漁にその形態を大きく変化させ、 漁協の組合員も半数以上は准組合員となっている。人口減少や高齢化と後継者問題、環境の悪 と資源の減少などは、なにも幡豆だけではなく全国の沿岸地域が抱える共通の問題である。ただし、このような変化をどのよ に捉えるかは、見方や立場によっても考 方や意見が異なると思う。なぜならば、人口減少や漁業者の減少は、行き過ぎてしまえば、地域社会の存続の問題になるが、ある程度ならば沿岸の資源利用 が り、高度経済成長期に悪化した沿岸環境の再生の可能性も出てく 。また、地域として 漁獲量や水揚げ額 減少するだろうが、経営体ごと 収益が減らなければ、人口減少や高齢 自体は大きな問題ではない。今考えなければいけ
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は、できるだけ被害を小さくする対応しかない。そのためにも日ごろの水質の監視や貧酸素水塊の発生状況の把握は不可欠であり、日々海で操業している漁業者自らが、この問題に関心を持ち情報をどれだけ共有できるかがカギとなる。
貧酸素水塊に関する漁業者の関心度は高い。情報の共有も愛知県と連携しながら進んでいるよ
うである。この点から見ても、情報の共有や新たな活動の起点とな 町の機能は、まだまだこの地にはあると感じている。西尾市と合併した幡豆町は、それまでより広い地域との連携が可能となった反面、地域での独自の活動がどうなるか心配されたが、幡豆の地域を見ていると、独自の活動は独自の仕組みで維持しつつ、広域な連携 さらにつなげる取り組みがあ よう 思う。このような新たなコミュニティーの形成と活動の展開は、今後の地域 性化 は不可欠なものである。この点について 本書最後で触れたいと思 。

（石川智士）
2
　
環境教育への展望
幡豆地域において、西尾市との合併前から進めている独自の活動で、合併後も継続しながらさ
らに広めているものに、環境教育の実施が挙げられる。幡豆に残る大い 自然は、今や貴重な財産であろう。ただ、このような豊か 自然は、何もしないとその価値はなかなか理解 れず、かつてのような開発の波が押し寄せたとき 、壊されてしまうかもし な 。また、現在的な環 ない課題は、経営体ごとの収益性の向上であり、沿岸環境と資源の回復であり、町としての機能の維持強化であろう。この点、かつて ような経済規模拡大路線からは異なる歩みであることは確かである。
収益性の向上については、各経営体が独自に取り組まれているものであろうし、本書で個別対
応を論じるよう 性質のものではない 思うが、地元のアサリの美味しさをもっとアピールしたいという点は、地元でよく耳にする 確かに 幡豆のアサリは、身がプリッとしていて、味も濃厚であり、一度ここのアサリを食べるとほかのアサリがアサリに見えなくなる。このアサリのブランド化は、今後ぜひ進めた テーマであると思う。
沿岸環境と資源の回復については、すでに多くの取り組みがなされている。干潟の耕耘やトン
ボロ干潟保護のための波消し石積み（第
1部
2章）などといった環境保全やアサリやナマコ、エ
ビの種苗放流がそれにあたる。また、トンボロ干潟を歩いてみても、ゴミはほとんど い。これも日ごろから 自然へ ケア 証拠であろう。 もっとも地元住民が行えるこれらのケアだけでは、どうすること できない沿岸環境の悪化とい 問題 あり、 こちら 問題の方が り深刻だろう
地元だけでは対応でき い環境の悪化としては、第
2部
1章などでも触れた「貧酸素水塊」の
問題がある 沿岸 富栄養化や湾内 水交換の悪さなどがそ 発生に 影響するため 幡豆 沿岸だけきれいにしてみて 、三河湾全体 環境改善がなされない限 の問題は解決できない。また、大型貨物船の航路は水深が深く、そ 窪みにも貧酸素水塊は発生してしまうなど 三河湾全体の社会のあ 方に こ 問題は関係している。発生を完全に抑えられないこの問題に関して
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世界人口の六割以上が都市生まれ都市育ちの都市住民となると予測されている。その時代に、自然とともに暮らしたことのない人が、どうやって自然の大切さや自然の豊かさを感じることができるのか、極めて不安である。そのような社会においては、特に自然とともに生きることの大切さや豊かさを体験し いる幡豆の社会と自然が、あるべき姿を示してくれるのではな かと期待して止まない。
実際に、幡豆でこの環境教育を推進しているのが漁協である。東幡豆漁業協同組合では、漁業
と観光で町を活性化 せようと、様々な取り組みを行っている。詳しく 次章にて述べるが、東幡豆漁協は二〇〇六年から、自然に触れ合う環境学習の一環として実施されている「ふ さとワクワク体験塾」や「生物多様性親子バスツアー」などに積極的に協力し、また 小学生 未就園児を対象 した「ふるさと幡豆の海の自然観察学習 も主体 行い、幡豆干潟の環境学習の教材としての価値を引き出している。さら 、こちらも続く
3章で詳しく述べるが、東幡豆
漁協は、平成二〇（二〇〇八）年から東海大学海洋学部の教員と協力して 沿岸の環境や生物の調査を行ってきている。これらの協働調査 結果は毎年開催され 地元での報告会で住民にも伝えられてきた。この活動は、幡豆の自然が持つ多様性や豊かさが、高等教育 教材としても十分に魅力的であることを証明するだけでなく、地元の住民が足元 自然の大切さと豊かさを再確認することにつながってきている。この住民 自然環境に対する興味関心 高さ 身 回りの自然に対 プライドは、この土地が環境教育を実施する上で極めて高いポテンシャルを持っていることを意味している。ま 国立公園や
M
P
A（
M
arineP
rotectedA
rea ：海洋保護区）など、
境の劣化は、貧酸素水塊の例のように、その地域だけで対応できるものばかりではなく、他の地域から 影響も踏まえなければならない。このため、今ある豊かな自然を守るために 、何もしない いう選択はあり得なくなってきている 日々関心を抱き、モニタリングし、何かあれば対応できる仕組みを作っておくことが重要である。
自然豊かな土地に育てば、 誰でも自然と触れ合い自然が好きになるというわけではない。特に、
最近では海や野山で遊ぶ子供の姿はめっきり少 く った。これはゲーム機の普及などによ 面あるが、子供 数の減少と安全安心に関する社会 仕組みの変化も大きな影響を与えていると感じてい 。 自然 中で遊ぶこと 、 決して甘いもの はない。 自然のル ルを無視したり、 ちょっとした配慮を欠けば たんに危険を もなう。子供の数が多い時代、また、年の異な 子供たちが一緒に遊ぶ場合では、これら ルールや配慮は子供たちの社会で学ぶことができた。また、集団での行動は何かのと のセーフティーネットとして機能していただろ しかし、少子化が進んだ現代では、こ 機能を子供の社会 求めること できず、今日海辺や森林で遊ぶことは、かなり危険となっ まった。
目の前にあっても、日々の生活で自然と触れ合っていなければ、その の豊かさやすばらし
さは感じることは きないだろう。幡豆における環境教育の取り組みは 地元 人たちや幡豆を訪れた人に 身の回りの の豊か と価値を再確認する機会を与えてくれ いる では だろ か。また 同時に幡豆 おけ 環境教育の活動は、今後、都市住民 割合が増え 日本におい 、 本当の自然を体験できる貴重な機会を提供する とにな と感じている 二〇五〇年に 、
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2
　
東幡豆漁協による環境教育の取り組みとその可能性
前章で述べられているように、日本漁業の長い歴史の中で、漁協は漁業という産業だけではな
く、漁村地域全体を支える重要な役割も果たすようになってきており、産業の縮小、高齢化・過疎化、地域活力の低下などに直面する今日においても、遊漁や体験漁業、ダイビング案内、魚食レストラン、 環境教育などの多面的努力により、 地域活性化の主 としての役割も担うようになってきている。本章では、漁協が担うさまざまな機能のうち、環境教育に焦点を当て、東幡豆漁協による環境教育の取り組みとその可能性について考えてみる。
1
　
東幡豆漁協による環境教育の取り組み
環境教育の取り組みへの東幡豆漁協の関わり方につい 着目すると
（1）協力者としての取り組
み、
（2）実施者としての取り組みという二つに分けることができ、ここではこの二つに沿って、東
幡豆漁協による環境教育の取り組み内容と特徴を検討する（李ほか
 二〇一四） 。
保全対象地域で行う自然観察教室ではなく、漁業としての産業が成り立ち、地域住民と海が密接に関連している地域での や生物調査は、人と自然の関係性を学ぶ上で、特別な意味を持つ。単に生物を調べる、環境を調べるのではなく、自分たちが実際に見て、感じて 学習した沿岸でとられた魚介類をその土地の調理方法で食べることも、食育を含め多面的な学習効果を提供してくれる。東幡豆でふつうに行われているこの環境体験学習など 事 には、今後の環境教育や漁村振興 とって、新たな方向性と可能性を示してくれている。

（石川智士）
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年度 とき ところ 内容
参加
者
（人）
2006
5 月 21 日 前島 無人島探検、水辺の生き物・植物を探す 23
6 月 18 日 東幡豆海岸 カヌー・E ボート体験 28
7 月 8 日 中ノ浜海岸 地曳網体験、海鮮バーベキュー 25
7 月 30 日 東幡豆海岸 ストーンカップチャレンジレース 24
9 月 16 日 三河湾 スナメリウォッチング 30
2007
6 月 23 日 沖島 無人島探検、海辺の生き物・貝・植物を探す 38
7 月 16 日 東幡豆海岸 ウナギのつかみ取り、E ボート・シーカヤック体験 39
8 月 5 日 東幡豆海岸 ストーンカップチャレンジレース 32
2008
7 月 21 日 中ノ浜海岸・前島 地曳網体験、前島探検 40
8 月 10 日 妙善寺前海岸 ストーンカップチャレンジレース 25
2009
7 月 4 日 前島・三河湾 無人島探検（測量船に乗って海上探検、環境学習） 43
8 月 21 日 東幡豆漁港 三河湾底曳網漁業体験 45
11 月 15日 中ノ浜海岸 自然観察・海の環境学習、地曳網体験 42
2010
6 月 26 日 中ノ浜海岸 地曳網体験、干潟観察 39
7 月 18 日 妙善寺前海岸 シーカヤック体験、海の学習～押し葉標本～ 33
8 月 7 日 前島・三河湾 無人島探検 38
2011
8 月 10 日 中ノ浜海岸 地曳網体験 42
12 月 4 日 吉良町～西幡豆町 シーサイドウォーク～バードウォッチング 38
参加人数計 624
資料：西尾市生涯学習課のヒアリング資料により作成。
表 1　東幡豆漁協が協力している「ふるさとワクワク体験塾」のプログラム
ラムに参加している（ふるさとワクワク体験塾実行委員会
 二〇一一） 。
東幡豆漁協は、 上述の 「ふ
るさとワクワク体験塾実行委員会」から委託される形で、本体験塾における主な協力者として活動を進めている。
表
1は、本体験塾
のプログラムにおける東幡豆漁協の協力内容をまとめたものである。二〇〇六年の開始当初から東幡豆漁協は、無人島探検、水辺の生き物・植物探し、カヌー・
Eボート体験、 地曳網体験、
海鮮バーベキュー、ストーンカップチャレンジレ
協力者としての取り組み
ふるさとワクワク体験塾「ふるさとワクワク体験塾」は、二〇〇六年に旧幡豆町（二〇一一年に旧西尾市と幡豆郡三町
が合併）が新規事業として開始した環境教育プログラムである。 「山や海、川など豊かな自然を題材にした活動を通じて、西尾市の特色を感じ、子供たちの郷土を愛する心を育成すること、異年齢集団の中で仲間との交流を図ることにより、健全な社会性を獲得すること、生物多様性や自然環境、里山保全についても学び、ふ さ への理解を深めること」などをねらいに企画されており、西尾市の小学生を対象に、年間約一〇種類のプログラムで毎年開催されてい （ふるさとワクワク体験塾実行委員会
 二〇一一） 。二〇〇八年からは、愛知県の補助金（ 「子ども交流・体
験活動推進事業」 「
C
O
P
10パートナーシップ事業」など）を受けて実施しており、合併後の
二〇一一年以降は、西尾市の事業として引き継がれ いる。
本体験塾の実施主体となっているのは、二〇〇八年に発足された「ふるさとワクワク体験塾実
行委員会」 （それ 前 旧幡豆町の 涯学習課が担当）であり、 「愛知こどもの国・こども自然博物館」の館長が塾長を、愛知県青少年リーダーがリーダー役を、愛知学泉大学や東海大学海洋学部、東幡豆漁協、
N
P
O法人幡豆・三河湾ねっと、幡豆地区干潟・藻場を保全する会などの大
学や団体がサポーター役を務めている。 「ふるさとワクワク体験塾の活動報告書 （平成二三年度）によると、二〇〇六年から二〇一一年までの六年間、延べ六二四名が本体験塾の環境教育プログ
314315
第 3部　これからの海、これからの幡豆2　東幡豆漁協による環境教育の取り組みとその可能性
まずは、東幡豆漁協組合長による海の生き物についての講義とともに、アサリの水質浄化実験等の事前学習が行われる。そして一一時頃から生き物とのふれあいが始まり、マテガイ採りやアサリ採り 生き物観察などが行われ、一二時から海鮮バーベキューの昼食となる。最後に、磯場セミナーでは体験後の感想や質問、意見交換 ど、ま めと振り返りの時間が設けられ、五時間ほどのコースが終了する。
干潟の生き物観察会
in東幡豆
このプログラムは、 「三河湾再生プロジェクト」事業の一
環として、愛知県環境部水地盤環境課 委託により実施されている。東幡豆漁協でのヒアリングによれば、本プログラムには、二〇一〇年の実施以来毎年七〇～八〇人が参加している。
表
3の実施内容を見ると、干潟講座、干潟の生き物観察、
アサリ試食のように大きく三つのテーマに分かれている。ず干潟講座では、水産試験場研究員や漁協の職員による干潟や浅場の役割に関する講座が開催される。次に干潟の生き物
表 3　「干潟の生き物観察会 in 東幡豆」のプログラム
実施内容
（1）干潟講座
・水産試験場研究員等の解説による干潟や浅場の役割講座
（2）干潟の生き物観察
・前島の干潟にて生き物の採取及び調査
・採取した生き物を基に、水産試験場研究員により干潟の生き物
とその役割について解説。
（3）アサリ試食
・地元で採れたアサリを試食し、干潟・浅場等里海の恵みを体感。
資料：東幡豆漁協ヒアリング資料により作成。
ス、スナメリウォッチング、底曳網体験、自然観察・干潟観察、バードウォッチング、シーカヤック 海の学習～押し葉標本～など、多岐にわたる本体験塾のプログラムに、実施場所や漁船等の設備、魚介類等材料の提供、講師役や実施においての助言など、多様な形で参加・協力している。
生物多様性親子バスツアー「生物多様性親子バスツアー」は、愛知県西三河県民事務
所の環境保全課 より実施されているプログラムである。本ツアーには、 「
A ため池でザリガニ釣りコース」 、 「
B 見て、
聞いて、触って里山発見コース」 、 「
C なにがいるかな？干
潟探検コース」の三つのコースが企画され そのうちの
C
コースが東幡豆漁協の協力の下で行われている。 お 東幡豆漁協でのヒアリング よれば、本プログラムの
Cコースに
は 〇一〇年 実施以来、毎年四〇名ほどの小学生親子が参加している。
表
2の実施内容をみると、午前一〇時に実施現場である前
島 移動し、一 時二〇分頃からスタートすることとなる。
時刻 内容
10:00 ～ 集合・前島移動
10:20 ～ 東幡豆漁協組合長から海の生き物についての話
アサリの水質浄化実験
11:00 ～ 海の生き物とのふれあい
マテ貝採り、アサリ採り、生き物観察
12:00 ～ 昼食（バーベキュー、アサリ汁）
13:30 ～ 磯場セミナー
14:30 ～ 終了・移動
資料：東幡豆漁協ヒアリング資料により作成。
表 2　「生物多様性親子バスツアー」のプログラム（C コース）
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の子供たちとの交流の場が広がる
（口絵
13）。最後に、漁船によ
る三河湾ミニクルージングで終了となる。
これまでの実施状況について東幡豆漁協でのヒアリングによ
れば、二〇一一年には三日間にわたって岡崎市の小学校四校を対象に、二〇一二年は二日間にわたって同じく岡崎市の小学校三校を対象に、二〇一三年は三日間にわたって豊橋市の小学校三校を対象に実施しており、三年間におよそ四〇〇人の参加実績がある。
ふるさと幡豆の海の自然観察学習東幡豆漁協では、二〇〇三年頃から東幡豆保育園を対象に、
また二〇〇九年頃から東幡豆小学校を対象に、 「ふるさと幡豆の海の自然観察学習」を実施している。前者では東幡豆海岸おける潮干狩りと生き物学習を中心に行い 後者では東幡豆海岸の干潟観察と学習を中心に展開している。西尾市合併後の二〇一一年五月には、東幡豆小 校地区の活性化 地域課題の解決、健全なまちづくりなどをねらいとして、後述の「東幡豆区コミュニティ推進協議会」 いう地元組織が設立されており、
表 4　「夏だ！海だ！冒険だ！無人島探検で自然とにらめっこ」のプログラム
時刻 内容
10:00 ～ 東幡豆海岸集合・説明など
10:30 ～ 干潟生物セミナー（東幡豆漁協組合長）、マテガイ採り
12:00 ～ 昼食（バーベキュー、アサリ汁）
海の環境学習（アサリの浄化実験など）
質疑応答・意見交換
13:30 ～ 三河湾ミニクルージング
15:00 ～ バス乗車・出発
資料：東幡豆漁協ヒアリングにより作成。
観察では、前島の干潟にて生き物の採取と調査後、採取した生き物を用いて干潟の生き物の役割に関する講義が行われる。最後に、地元で採れたての海の幸を堪能するというような流れとなっている。
小学生のみではなく一般市民向けにも展開していることや、漁協の職員に加え県水産試験場の
研究員が講師を務めること、また、漁協が主体となって実施するプログラムと日程が重複する場合には相互連携の下で共同開催とすることなどが特徴とし 挙げられる。
実施者としての取り組み
夏だ！海だ！冒険だ！無人島探検で自然とにらめっここのプログラムは、後に触れる地元組織「幡豆町農山漁村地域協議会」の漁活性化部会（東幡
豆漁協、幡豆漁協など）の活動として、東幡豆漁協が二〇〇九年から開始 たプログラムであり、二〇一〇年からは愛知県の事業「あいち森と緑づくり環境活動」より交付金を受けている。三河湾の干潟の自然観察と海の環境学習を中心 、年二～三回ペースで 独自の企画 展開し いる。
表
4は、その実施内容をまとめたものである。一〇時より東幡豆海岸に集合し、行程や注意事
項等について説明後 時三〇分より開始となる。まずは 組合長に る干潟生物セミナーが開かれ、事前学習が行われる。その後、マテガイ採りが展開される。お魚バーベキューの昼食後は、アサリの浄化実験等の学習時間が再び設けられると もに、質疑応答や意見交換等
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ちに幡豆を知ってもらうことや海を知ってもらうことなどが主なねらいで実施されているようである。

（李
 銀姫）
2
　
東幡豆漁協がつなぐ多様なアクター
これまで見てきたように、東幡豆漁協の環境教育活動の形態は、西尾市生涯学習課や愛知県環
境部水地盤環境課、愛知県西三河県民事務所などの機関からの委託を受けて協力者として実施、愛知県の交付金を受けて漁協が主体的に実施、さらには漁協がボランティア的に実施 多様である
（図
1）。しかし、これらの活動を実施するに際して、漁協が長年地元のさまざまな関連組織
や団体、大学機関等との間に築かれてきた協力体制が大いに機能している点は、すべ の場合において共通している。ここでは、東幡豆漁協がつなぐ多様なアクターにつ て見ていくことにする。
まず、 「幡豆地区干潟・藻場を保全する会」は 「水産業・漁村の多面的機能発揮支援対策事業」 （水
産庁）の補助を受け、二〇〇九年五月に設立された任意団体である。この団体は干潟部会と藻場部会からなり、東幡豆漁協と幡豆漁協の正組合員を構成メンバーとしている。前者 東幡豆漁協が主なメンバー、後者は幡豆漁協の青年部が主なメンバーとなっており、幡豆地区 干潟や藻場の保全を目的に、干潟の耕耘、アサリ 食害生物 駆除 アマモの播種等の活動を主 行ってい それ以降、東幡豆漁協は当協議会のコミュニティメンバーとしてこのような教育活動を意識的に展開している。
プログラムの流れをみると、例えば九時より東幡豆海岸に集合した後前島へ移動し、東幡豆漁
協組合長に る干潟の事前勉強会が開かれる。その後干潟での学習活動が始まるが、前半では前島や東幡豆の海岸、山々を眺めることや学級写真 撮影など全学年で共通の活動が行われ、後半では総合的な学習時間と関連付けた学年ごとの活動が展開される。低学年においては生き物の観察、高学年においては生き物調査やゴミ調査、環境学習など 内容である。最後に質問時間 設けられ 三時間ほどのプログラムが終了す となる。
現在では、 このプログラムは東幡豆保育園や東幡豆小学校の年間行事予定に組み込まれている。
なお、これらの活動から得られる収入はなく、パネルづくり等の必要な費用を自腹で負担するなど、漁協が自主的にボランティア活動として行ってい 特徴的である。
その他ほかにも、 東幡豆漁協 食育ツアー、 キャンプ・自然体験、 干潟体験などの形で、 個人やグルー
プ、企業・団体などを幅広く受け入れており、八月から九月 最盛期となる。例えば、二〇一三年の実績としては、地方自治体の保健所、地元のスポーツクラブ、大手自動車メーカなどの団体・企業を受け入れている。これらの活動においては入場料が主な収入源となるが 現段階 は収支トントンの状況である。将来的には漁協経営に役立つことが望ましいが まずは多 の人た
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掘支援モデル事業」の採択を受け、二〇〇八年に設立されている組織であり、観光客の増加、鳥羽火祭り（幡豆地区において毎年旧暦一月七日（現在は二月第二日曜日）に行われる特殊神事）の伝統の継承、産業の活性化、幡豆地区の
P
R等を目指して活動している。本協議会は、農活性
化部会、山活性化部会、漁 部会からなっており、鳥羽火祭り保存会、幡豆地区観光協会、幡豆漁協、東幡豆漁協、
J
A西三河などの団体が構成メンバーとなっている。東幡豆漁協が行っ
ている環境教育活動については、主 「夏だ！海だ！冒険だ！無人島探検で自然とにらめっこ」プログラムへの協力が中心となっている。
最後に、二〇〇九年から東幡豆漁協と密接な連携が始まった東海大学海洋学部の教育・研究活
動がある。東海大学総合研究機構が二〇〇九年四月からスタートした研究プロジェクト「三河湾幡豆町沿岸域におけ 海洋生物データベース及び環境情報ネットワークの構築」が連携へのきっかけとなっている （二〇〇九年四月～二〇一二年三月、 プロジェクトリーダー：石川智士准教授 〔現総合地球環境学研究所准教授〕 ） 。本研究プロジェクトは、幡豆町沿岸の藻場・干潟・内湾域において、東幡豆漁協及び地域行政との協働により、フィールド調査の実践や 洋生物データベースの構築を行うと もに、東幡豆漁協や地元行政 主催するさまざまな環境教室におい 講師を務めること、海洋学部生を運営補助員として派遣すること、地元で定期的 研究報告会やシンポジウムを開くことなどの活動 行ってきた。また、二〇一二年四月から総合地球環境学研究所がスタートした「東南アジア沿岸域 おけ エリアケイパビリティーの向上」プロジェクト（このプロジェク では、住民と自然の関係性向上が、持続的な生態系サ ビス利用と地域開発を両立さ
る。それとともに、前述の「ふるさとワクワク体験塾」や「夏だ！海だ！冒険だ！無人島探検で自然とにらめっこ」などを中心に、東幡豆漁協が実施しているさまざま 環境教育活動にも積極的に参加・協力している。
次に、 「
N
P
O法人幡豆・三河ねっと」につ
いてである。個々人が文化・芸術交流やボランティア活動を通じて、健全な市民社会の実現と市民公益に寄与することを目的 二〇〇七年に設立された本団体は、主に名鉄存続のた の活動を展開している。骨董市や手作り品、地域特産物等の販売ととも 、さまざまな催しが伴う「友引市」 の開催が主な活動であるが、 近年では、幡豆公民館における活動補助や東幡豆漁協が実施するさまざまな環境教育活動の主な協力団体として活動している。
そして、 「幡豆町農山漁村地域協議会」は、
農林水産省の「農山漁村（ふるさと）地域力発
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図 1　東幡豆漁協がつなぐ多様なアクター
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村をめぐる厳しい情勢のなか、環境教育活動のみではなく、民宿、魚食レストラン、遊漁、ブランド化等のさまざまな取り組みにおいても、必要不可欠な前提条件となる。その裏付けとして近年では、漁村や地域のリーダーを養成するための政策的プログラムがよく見られている。
第二に、地域や社会貢献を意識する漁協の使命感が挙げられる。いまのところ、環境教育にお
ける東幡豆漁協の取組みはボランタリー的な色彩が強く、そ 収入も漁協経営への寄与は低 。その典型が、地元の保育園や小学校向けの「ふるさと幡豆 海の自然観察学習」プログラムである。漁協がこのような活動に取り組む際は、所属地域・コミュニティのメンバーとして 意識が強くはたらいている である。このよう 漁協 使命感なくして 環境教育活動は成り立たないように思われる。
第三に、長年培われてきた漁協の海・現場の知識や経験の豊富さが挙げられる。環境教育の現
場のインストラクターに必要だと思われ 生き物や干潟等の自然環境に関する知識、潮の満ち引きや緊急時の対応など活動時間や安全対策に関わる知識、資源管理や藻場・干潟の造成など環境保全に関わる経験と知識、水産物や漁業という産業への熟知度 どを、漁協はすべて持ち合わせている。さらに、 それは環境教育活動のために経費や時間をかけて新しく習得したものではなく、漁業従事の長い歴史の中で自然に培われ きたもの 「すでにある資源の利用方法を変更する」ことが価値創造の方法 して挙げ れ であれば、すでに蓄積されている 業従事のための知識を環境教育活動 活用することは、まさに立派な価値創造に値しよう。
第四に、環境教育活動への漁協の積極的な参加により、海面利用のトラブルや調整プロセスが
せる鍵であるという仮説に基づき、東南アジアの沿岸域を主な対象として自然資源の利用と地域開発の可能性について研究するとともに、さまざまな地域で、住民、行政、研究者の協働によるケーススタディーを実施し、未来可能性を探るためのエリアケイパビリティーの調査手法と社会実装に向けたガイドラインの作成をめざしている。プロジェクトリーダー：石川智士准教授）が後継プロジェクトとして機能し、幡豆地区 の交流・連携の深化が期待されている。

（李
 銀姫）
3
　
東幡豆漁協による環境教育の可能性
こ ように 東幡豆漁協では多様なアクターによる連携体制の下で、安定的な環境教育活動が
継続されてきており、環境教育 お る東幡豆漁協の役割は大きい 評価できよう。ここでは、東幡豆漁協による環境教育 可能性 ついて、
（1）環境教育活動を可能にする諸要素と、
（2）今後の
課題の二つの側面について考えてみるこ にする。
環境教育活動を可能とする諸要素
第一に、新しいことへチャレンジする精神や信念、掲げた目標に向けての行動力など、環境教
育活動に積極的に取り組む地域リーダーの存在と漁協のリーダーシップの発揮が挙げられる。漁協のリーダーシップは、資源の減少、魚価の低迷、コスト上昇の「三重苦」と言われる漁業・漁
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スタッフや講師役など、多方面からのサポートによる人的・経済的資源が確保されているのである。
今後の課題
一般的に環境教育の担い手としては、漁協のほかに学校、行政、企業、大学・研究機関、N
P
O・民間団体等を挙げることができる。しかし、これらの機関・団体においては、環境教育
のための新たな施設・設備の導入、現場を熟知する人材の育成、実施場所の確保などによる膨大な費用が予想され、少なくとも現状では、環境教育における漁協の役割は社会にとってきわめて有意義であるといえよう。したがって、自然環境意識の涵養や環境教育が今後もますますその重要性を増すと思われるいま、如何にして漁協の環境教育における役割をより強めていくかが重要な政策的課題として捉えら よう。
そのためには、漁協の抱える経済的負担や人的負担の軽減が急務であり、補助金・交付金等に
よる行政の積極的な政策的支援が求められ それと同時に、
N
P
O団体や大学・研究機関等と
の積極的な連携の強化が必要不可欠である。もちろん、そのための市民活動への支援や税制優遇措置などの制度的・法 整備も課題 して浮上す
漁業だけでなく、漁村地域全体を支える重要な役割も う漁協は、高齢化・過疎化や地域活力
の低下など 問題に直面する今であるからこそ、その役割はますます重要となる。

（李
 銀姫）
省けることが挙げられる。環境教育活動の場となる海においては、一九八〇年代から遊漁やダイビングなどの新規産業が形成されることにつれ、漁協とレジャー事業者の海面利用をめぐるコンフリクトが生じるようになった（来生・小池・寺島
 二〇〇七） 。しかし一方では、沖縄県恩納村
における「海面利用調整協議会」の発足等の取り組みにみられるように、漁協と新規産業との積極的な連携による調和的な海面利用の実現例も数多く見られてい （婁
 二〇一三） 。これは、少
なくとも現状の海面利用の仕組み上では、産業間の積極的な連携は、調和的な海面利用をなす有効な手段であることを示唆してい 。 環境教育活動においてもスムーズな海面利用のためには、漁協の積極的参加がコンフリクト 回避においてきわめて有効な道であると捉えられよう。
第五に、漁協の既存施設や設備等の活用による経済的効率性が挙げられる。先述のように、東
幡豆漁協は漁協の会議室や市場、前島の簡易休憩施設、漁船や水槽などの設備をさまざまな環境教育活動におい 活用してい 。これらは漁業従事用 既存する施設や設備であるため、新規の投資が必要なく大幅なコスト削減と、 前述の「すでにある資源 利用方法を変更す 」視点から、既存の施設・設備等の資源 価値創造による経済的効率性が達成されていると言えよう。
第六に、行政、民間団体、大学等との協力体制の構築による人的・経済的資源の確保が挙げら
れる。東幡豆漁協は愛知県や西尾市などの行政との間、それから「幡豆地区干潟・藻場を保全す会」や「
N
P
O法人幡豆・三河ねっと」 、 「幡豆町農山漁村地域協議会」などの団体・組織との間、
さらに東海大学海洋学部との間で密接な 力・連携体制を築いている。それ より 行政からは委託料や現場指導役など、民間団体から スタッフや道具など 大学からは学生のボランティア
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3
　
東海大学と幡豆
1
　
東海大学の幡豆における活動
　　
二〇〇六年、幡豆町（当時）は、愛知県知事政策局企画課が募集した団塊世代提案型地域づく
りモデル事業として、 「はず・海ねっと
～
三河湾・マリンスポーツを愛する住民による幡豆の海
の環境保全活動」を開始した。この活動には東幡豆漁協も参加し、その後も石川金男組合長を中心に、海の多面的利用 通じたまちづくりに積極的に携わっていくこととなる。
東海大学海洋学部が幡豆町の東幡豆漁協や行政及び教育委員会等と、現在のように組織的に協
力を行うようになったのは、二〇〇八年に名古屋で開催された生物多様性条約第一〇回締約国会議（
C
O
P
10）のキャラバンセミナー兼「幡豆町町制八〇周年記念
　
幡豆の自然の恵みと人々の
なりわいを考えるセミナー」の講演について、東幡豆漁協の石川金男組合長から、上野信平海洋学部長（当時）に相談があったことが契機となっている。その後、上野学部長から要請を受けた
参考・引用文献李
 銀姫・仁木将人・吉川
 尚・石川智士（二〇一四）海洋教育における漁協の取り組みと機能をめぐって――
愛知県東幡豆漁協を事例に。東海大学紀要海洋学部「海―自然と文化」 、一二巻一号、一二
－ 二二頁。
婁
 小波（二〇一三）海業の時代――漁村活性化に向けた地域の挑戦。農文協、全三五八頁。

来生
 新・小池勲夫・寺島紘士編（二〇〇七）海洋問題入門――海洋の総合的管理を学ぶ。丸善、全二四八頁。
ふるさとワクワク体験塾実行委員会（二〇一一）ふるさとワクワク体験塾活動報告書、全三二頁。
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海洋学部全体を巻き込んだ大きな活動へと展開した。今では （二〇一五年一〇月） 、 ロボット工学、海洋政策 、海洋考古学の教員も加わり、計一六名の教員が何らかの形で幡豆での活動に参加している。その成果は書籍や論文としてまとめられている。幡豆地区を対象として行われた卒業研究は、二〇〇九年度から二〇一四年度までの六年間で計三三題に上っている。ここではそ らの成果について、いくつかを紹介してみたい。
海洋生物データベースとフィールドガイドブックの作成
　
三河湾沿岸域の幡豆地区は豊かなトンボロ干潟やアマモ場を有し、 多様な生物が生息している。
活動当初から、その豊かな環境を評価するため、プランクトンや底生生物等に関するフィールド調査を各研究者の視点から実施してきた。その成果の一例 、幡豆町沿岸では一〇五種もの多様な貝類が確認され、そのうち一九種が国また 愛知県のレッドリストで指定された稀少種あったことが挙げられる（早瀬
 二〇一一） 。加えて、調査結果を環境情報として活用可能にする
ために、海洋生物データベースとして整理 アーカイブ化した。こうして作られたデータベースを元に、トンボロ干潟と周辺の海洋生物を取り上げたフィールドガイド
（写真
1）
を出版した。
沿岸観察や磯観察に関するフィールドガイドは、多数出版されている。今回出版した『幡豆の
干潟探索ガイドブック』も、一般的な出版物と重複する内容も多い も れない。 かし このガイドブック 記載されている写真や紹介されている生物は、すべてこの幡豆で撮られた（兼
　
獲られた）ものである。幡豆の沿岸 探せば必ず見つけ れ 生物 ちを集めたこ フィールド 水産学科の石川智士准教授（当時）がアサリと干潟、自然の大切さや保全と地域開発の両立について東幡豆漁協にて講演した際に、 石川組合長から東幡豆の自然を調べてほしいとの依頼があり、本格的な学術調査が開始されることとなった。ちなみに、なぜ、石川組合長がわざわざ静岡の東海大学海洋学部に講師の相談をしたかについては、上野元学部長の教え子であり、東海大学海洋学部の卒業生の林大氏が、日ごろから幡豆の海を訪れており、石川組合長とも以前から知り合いであったことから、この話 進んだようである。こうして始まった幡豆と東海大学海洋学部の連携は、その後の加藤登前 部長、千賀康弘学部長 三代の学部長の協力と東海大学総合研究機構や連合後援会から 支援を受け、現在 ような 科横断的な活動へと展開してきた。
二〇〇九年度の学術調査開始当初は、石川准教授の他に、水産学科の松浦弘行講師（当時）と
吉川尚講師（当時） 二名が参加し、 の沿岸域周辺 のプランクトンや底生生物相に関するフィールド調査及びそのデータベース化等 主に海洋生物に関する研究が中心であった。開始当初は、そのため 研究費があるわけでもなく、三名 教員が持ってい 費を集めて 手弁当の調査であっ が、東幡豆漁協や東海大学海洋学部卒業生のサポート、幡豆 人々の好意 支えら て、貴重な研究成果を上げることができた。また、当時の各研究室 学生らも、幡豆 自然に大いに感動してい 。この学生たち 反応は その後の大学内連携や 術的連携 進めるで、大きな励みと自信の源になった。
翌年度以降、幡豆の魅力は自然だけでなく、そこにある生活や文化や歴史を含めたものである
の思いから、文化人類学の教員や沿岸域の物理 などを専門とする教員 も参加 促し徐々に
330331
第 3部　これからの海、これからの幡豆3　東海大学と幡豆
併後は、西尾市役所や西尾市教育委員会）など地元の方々からご協力をいただいている。また、東海大学の研究成果だけでなく、西尾市教育委員会生涯学習課や佐久島中学校、島を美しくつくる会といった他の活動グループとの共催や情報交換も積極的に行うようにしてき 。現代の研究活動では資金獲得が競争的になっており、このため、一つの地域で複数の研究グループが活動することを好ましく思わない方もいるようであるが、幡豆には、いくら研究しても研究しつくせないほどの自然と文化がある。この地を舞台に、もっと様々な分野との連携 が展開できればと思っている。
二〇一二年度からは、 幡豆での活動は、 総合地球環境学研究所エリアケイパビリティープロジェ
クト（地球研
A
Cプロジェクト）の調査研究としても実際されるようになり、セミナーやシンポ
ジウムも、東海大学海洋学部 地球研
A
Cプロジェクトとの共催で開催している
 （写真
2）。シン
ポジウム・市民セミナーは、教員とともに大学生がスタッフとして加わり、 会場設営、 受付運営を一緒に行っている。学生たちにとっては、大学とは異なる場所での研究成果発表やシンポジウム 準備から運営 ど、多面的な実践力強化の貴重な機会となっている。
イベントの共催と協力からの学び
東幡豆漁業協同組合では、前章にて詳しく述べたよ
写真 2　報告会のポスター
ガイドは、東海大学海洋学部における実習授業のテキストとして利用されるだけでなく、地域の小学校や中学校の総合学習、漁協や行政が実施している環境教室におけるテキスト等としても、幅広く活用してもらいたいと思っている。また 大学教育や高等教育も地域連携が求められ 現代社会において、このような学術成果の社会発信は、今後の学問のあり方のモデルとなりえるのではないかと考え いる。
調査成果報告会・市民セミナー等の開催
　
プロジェクトを開始した初年度から、毎年研究成果
を地元で発表することを続けてきて 。これは、たとえ地元の了解を得られてい 研究であったとしても、何をやっているのか見えないよう は、十分な社会連携は行えないと考えるためであり、また、成果を地元にフィードバックするのは、フィールド研究の基本的姿勢であるべきだと考え からである。報告会の開催に関しては、いつも東幡豆漁協や幡豆町役場（合
写真 1　『幡豆の干潟探索ガイドブック』2016 年 2 月発行
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は、大学の学生だけでなく教員にとっても、自分たちの日ごろの研究をどのように社会に伝えるべきか または伝えられるのかを考える良い機会を提供してくれている。研究論文や学術発表などのように目に見える成果以外にも、大きな成果がここにはある。
実習授業の幡豆での実施
　
二〇一三年から、海洋学部環境社会学科の選択科目「海の自然観察実習」を、幡豆のトンボロ
干潟を舞台に実施している。実習は八月末から九月上旬のサマーセッション（夏季集中講義）期間に三日間をかけて行っ なお、この実習科目は、現地での調査は三日間であるが、大学
にて事前学習と調査後のとりまとめを行う事後学習を合わせて行っている。事前学習では、過去の卒業研究の内容を予習し、調査場所と時期や潮汐について、地理学的、生態学的、歴史的な側面を学生自らグループに分かれ 調べる。具体的には、学生たちには、実習に行く前に、過去に報告された出現種リストに基づき、各生物の形態や生態等の情報を図鑑等 手分けして調べて、整理する課題が与えられる。また、現場調査で用いる調査器具の準備と練習も行っている。トンボロ干潟での実 は、事前学習と同様にグループに分かれ 干潟での生物観察や底生生物調査、前島の転石帯での磯観察を行う
（写真
4・図
1）。底生生物調査では、事
写真 4　実習風景（撮影：李）
うに「ふるさとワクワク体験塾」 、 「夏だ！海だ！冒険だ！無人島探検で自然とにらめっこ」等、様々な環境教育プログラムを実施している。東海大学海洋学部は、幡豆での研究活動を開始した二〇〇九年以降、これらのプログラムで専門的な解説 行う講師として教員の派遣を行っている。同時に、こうしたイベントには、運営補助として学生有志らがボランティアとして参加 ている。こういった地域のイベント運営への参加は、学生にとっ 貴重な体験 場とな ている。
二〇一〇年一〇月に実施された生物多様性条約第一〇回締
約国会議（
C
B
D／
C
O
P
10）に関連した展示イベント「地
球 いのち・交流ステーション」 （一〇月二三～二四日、愛・地球博記念公園）では、展示ブースの企画運営を 幡豆町や東幡豆漁協と協力して行い、多くの教員と学生が参加した。幡豆の魅力とそれまでの研究成果を伝えるため「幡豆のトンボロ干潟みゅーじあむ」と題した企画展示を行った。この展示に合わせ、学生が作成した の模型を展示、海藻押し葉づくりやプランクト 観察、生き物タッチプールなど、沿岸生態系の楽しみ方や触れ合い方を紹介し、幡豆のアサリ 紹介す キャラクター「あさりちゃん」の塗り絵など様々な体験企画を行った
（写
真
3）。
このような大きなイベントの企画運営を、大学だけでなく幡豆の方々と一緒に作り上げる作業
写真 3　「幡豆のトンボロ干潟みゅーじあ
む」の生き物タッチプール（撮影：桑田晴
香氏）
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教員としては、このダイナミックな変化に直に触れることで、自然の大いなる営みとそこで暮らす生き物たちの豊かさと逞しさを体感してほしいと毎年願っている。
このように、私たち東海大学海洋学部は、研究活動、実習授業、イベント運営やボランティア
と、様々な形で地域と協働した活動を行っており、現地の人々と繰り返し交流することにより、単に研究者と研究対象地域に留まらない、それ以上の関係が形成される。卒業研究 ため 現地をたびたび訪れた学生に対 、 「第二の故郷だと思ってまた遊びにおいで」と現地でお世話なった漁協や民宿の方がやさ く声をかけてくださ いる。この声を聴くと、今年の学生にもきっと素晴らしい体験をしてもらえたのではないかと安心する。学生たちにとって 地域に身を置いての研究・教育は、大学キャンパス内とは異 り、多様な年齢や職業 の接点が生まれ、他者と 交流を通して傾聴力や思考の柔軟性等コミュニケーション能力が養われる機会となる。また、市民セミナー等における情報発信は、研究活動の社会的意義や責任を理解するこ に役立つ こうした活動は、 大学キャンパス内で完結する授業や研究では到底難しく、 私たちにとって幡豆地区が極めて実践的な教育機会の場であることは疑いようも 。

（仁木将人・石川智士）
前学習時に自分たちで作成した資料を使って種同定を行っている。実習 のデータや資料は、グループごとにとりまとめ、後日レポートを提出して授業は終了とな
授業後の学生へのアンケート結果では、実習
内容に関するコメント ともに、干潟や生物の豊かさといった調査地点に言及するコメントが多く見受けられている。毎年、多くの生物を観察することができており、こうした自然 豊かさが学生の満足度を高める効果を生んでいたと考えられる。実習は、大潮に合わせ実施してる。そのため、前島まで続くトンボロ干潟 、現地調査開始の朝にはまだ、海の底であり、時間が経つにつれそ 姿を現す。トンボロ干潟に生息する生物たちは、この潮の満ち引 に合わせて地上に顔や水管をだす。また、磯観察が終わるころには、すっかり潮が満ちてトンボロ干潟は姿を消してい 。この授業を企画している
図 1　調査メモの図
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の製品に勝つことはできない。今後、日本の経済活動が円滑に発展するためには、世界的な競争に勝てる高い付加価値の製品やサービスを生みだせる人材の育成が不可欠となっているのである。そのためには、単なる知識の教授だけではなく、社会的ニーズをつかむ感性と人脈や、地域に眠 宝を発見する洞察力 企画力、さらにはそれを実現するための行動力とリーダーシップを兼ね備えた人材を育成する必要がある。
文部科学大臣の諮問機関である中央教育審議会においても、平成二四（二〇一二）年に「新た
な未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」と題する答申がまとめられた。こ 答申においても 先に述べた情報化及びグローバル化や、少子高齢化は、社会の様々な側面へと影響を及ぼすと考え 「新たな社会を切り拓く人材の育成」を大学教育 求 ており、 これからわ 国が迎える社会を「成熟化し 社会」と捉え、
（1）答えのない問題に解を見出していくための批判的、合理的な思考力等の認知的能力、
（2）チーム
ワークやリーダーシップを発揮して 的責任を担う、倫理的、社会的能力、
（3）総合的かつ持続
的な学修経験に基づく創造力と構想力
（4）想定外の困難に際して的確な判断ができるための基盤
となる教養、知識、経験、といったの四つの能力強化を求めている。こうした能力・技能はジェネリックスキル（汎用的技能） 呼ばれ、社会人とし 身につけ おくべき重要な と考えられている。ジェネリックスキルを身につけることは、座学だけで 難しく、前出 文部科学省答申においても「従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒に って切磋琢磨し、相互に刺激 与えながら知的に 長する場を創り、学生が
2
　
大学教育の質的転換と地域連携の必要性
大学が地域連携に求めるもの
私たち東海大学海洋学部の教職員と学生が、 幡豆で研究活動や教育活動を推進できているのは、
ひ えに受け入れてくれた地元のおかげである。ところで、さて、では、そもそも、なぜ私たちは、特定の地域に りこみ、地元の人々と交流しながら教育・研究を行おうと試みたのであろうか？
　
その背景には、社会が大学に求める役割の変化や学生を取り巻く社会の変化がある。
現在、大学では急速に変化する社会に対応した、新たな学びのスタイルが模索されている。社
会変化の大きな要因 一つは、情報化である。急速に発達 たインターネットは ユビキタス社会を可能とし、以前よりも容易 最新 専門的な知識が得られるようになった。今では、世界の有名大学がインターネット上で講義を公開するようになり、国内にいながら最先端の学びが可能になった。もう一つ 大きな変化は、グローバル化であり、情報だけで く、人やモノも国境を越 て大量に移動し、仕事や生き方さえも大きく変 してきている。現在の経済 物流のグローバル社会で モノや情報 価値は、国際マ ケ トで一律に比較され、日本 通貨 強い（外国の通貨 比 て円が高い 持つ）国では、単に安いだけ 商品では、より安い海外
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教員の意識変化
幡豆での活動を通じて、学生に対しては、能動的な学びの場を提供したと考えている。しかし、
教育の質的な転換に際し、これに携わる教員の意識変化も強く求められている。これまでのような一方的な知識伝授型の教育から、学生が主体的に学ぶ能動的な教育へと転換す ためには、授業設計においても授業マネジメントにおいても、これまでとは大きく異なるアプローチが必要となる。例えば、自由討論で意見を引き出し、学生なりの考えをまとめて発表させる作業があったとしよう 教員が聴く姿勢を持って我慢して待つことができなければ、学生の発言を抑制し、結果学生よりも教員の発言が多くなり、結論を誘導してしまうよう こ もある。従来的な学びのスタイルから変わるためには、教員の 識 変えていく必要があるだろう。
幡豆での調査研究活動に参加した八名 教員 対象に 「三河湾での超学際研究のふりかえり」
と題し、幡豆での活動に参加する前と参加後でど ように考えが変化したかアンケートを実施した。 「超学際研究」は耳慣れない用語だが、津波に対する防災対策のあり方や原子力発電の是非のようなトラン ・サイエンス領域（科学・技術的な知 ・理解だけでなく、社会 実態に即しているかを考慮 ないと有効に対処できないような問題領域）における科学者とステークホルダー（直接・間接的な利害関係者）の協働のことを意味している。私たちが幡豆で行っている自然環境の保全や活用等に関わる活動 、超学際研究の一例と考えることができる。
アンケートでは、 「地域と協働する研究」 、 「学生教育に対する効果」 、そして「地域連携の実施」
主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要である。 」と述べられている。東海大学海洋学部が幡豆で実施してきた様々な研究教育活動は、まさしくこの能動的学修（アクティブ・ラーニング）の先行例と捉えることができる。
東海大学全体としては、 二〇一三年度より文部科学省がすすめる「地（知）の拠点整備事業（大
学
C
O
C事業） 」として「
T
o-C
ollabo 」プログラムを開始した。このプログラムは、 「地域社会と
連携し 全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める地域のための大学を支援することで、課題解決に向けて主体的に行動できる人材を育成 、地域再生・活性化の拠点となる大学を形成する」ことを目的としている。
T
o-C
ollabo
プログラムでは、地域と連携しより一層社会で
活躍できる人材を輩出するため、 「パブリック チーブメント型教育」 を実践している。 「パブリック チーブメント」 は、 「立場や状況の異なる市民が社会で共存するためのルールを作り、環境整備を行う市民運動の中で、若者が社会活動を通して 主 における市民性を獲得していくための実践及 その の組織 習プログラム」であ 。
社会の変化、国の高等教育のあり方の変化、そして東海大学全体としての教育のあり方の変化
対 、海洋学部の幡豆での取り組みは、具体的な成功例を提示している。今後は これまでの教育効果や社会貢献につ て検証を行い、具体例から新しい学生教育へのあり方の提言へと体系化を進めることも必要 なってく だろう。その時 、多様な考え方や背景を持つ個人が集まる社会における合意形成の技術や能力を開発する際には、実 において経験、学習す こと重要 あるとするフィールド感覚は忘れない おきたい。
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に、教授法のより精緻化と高度化、評価方法の確立が求められていることも認識できた。
地域連携に関しては、アンケートに回答した全ての教員が、何らかの良い効果を感じており、
今後も地域連携研究を実施したいと考えていた。これらの結果から、幡豆地域で行った私たちの地域連携研究は、少なくとも教員に っても満足感の高い活動であったことがうかがえる。何がこの満足度を高めてくれているのか、答えはまだわからないが、二つ大きな要因 考えられ のではないだろうか。一つは、学生の満足度の高さが教員の満足度を引き上げている点である。実習後のアンケートにおいても、そ 後 授業や学生生活の中でも、幡豆での実習に参加した学生同士や学生と教員は、他とは異なる関係性を持っているように感じる。とかく人間関係が希薄といわれる現代社会であるが、三日間とはいえ、ともに過ごす機会は深い人間関係を築くうえで大きな役割を果たしてくれている。二つ目 教員同士および地元の人と 人的ネットワークが、新たな可能性を提供してくれている点が挙げられる。同じ学部に所属し て 大学 教員同士は、 日頃直接会話することは少ない 高校までのように職 室があるわけではなく、 個人は別々の専門を持ち、別々の研究室を持っ このため 何か特別な会議でもない限りは 個人的に話すことは少 い。しかし、同じ場所を研究教育 場として共有するこ 、必然的に情報共有と協力が促進され、仲間意識が芽 える。地元の方々を含めた仲間意識は、広い視野 興味を涵養し、 現場での会話から新たな研究テーマが生まれてくる。こ な新たな可能性の創造 、研究者にとっては大きな励みとなることから、高 満足度が得られる であろう。
一方で、研究や教育活動に付随して生じる関係者間の調整や事前の準備に関して負担を感じて
の三つの側面について意見を聞いた。集計の結果、半数以上の教員は、地域と協働する研究に関してその意義や重要性は意識していなかったと答えた。これらの教員は、従来通りに、各自の専門分野の調査を単に行うことだけを念頭に置いていたようである。ただし、こうした教員も、参加後は、各人が行った研究の情報発信による地域への還元を意識す ようになり その重要性を理解するようになっているとの答えであった。
地域と連携する経験は、半数程度の教員が未経験であったが、参加後は、地域連携を好意的に
受け止め 教員 ほとんどであった。ただし、地域への情報発信に関しては、住民に興味を持っもらう工夫を 、難しい概念を正確 伝 る困難さ、曖昧な表現を避け誤解を生まないよう注意する、研究内容によっては即効性 ある回 得られな 場合がある等、専門家な ではの苦悩がアンケートに綴られていた。専門家で からこそ、地元と協力し 地 だけ はできない活動や調査 行える。一方 専門家であるがゆえに、正しい認識や表現に縛られる しかし、それ は地元の方々に情報をうまく伝えられない。これが事実 るが 今後研究者や大学教員が挑まなければ らない大きな課題である。
学生教育に対する効果に関しては、スタート時点からその効果を予測・期待していた教員 ほ
とんどであり、事後のアンケートでも実際に効果があったと多くの教員が答えて た。ただ 、今後も授業において地域の場を借りたアクティブラーニングを展開しよ か 考え 教員が多くいた一方、学生 授業 通し 獲得 能力のばらつきや授業評価の難しさといった実施 あた 問題点 指摘さ ていた。 の振り返りか 、アクティブラーニング 現場の経験 基
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科学的なデータや客観的評価が持つもう一つの機能としては、立場や意見が異なる多様な利害
関係者（ステークホルダー）間での意見調整に役立つことが挙げられる。科学的データは、それだけでは何の答えも提供はしてくれないが、現状を把握し、課題を明確化することには、大きな力を持つ。現状を知り、目標を設定するのに科学的データは便利なツールであろう。
東日本大震災以降、科学者や科学的データへの不信が高まっている。同じデータを基に、全く
正反対の意見を述べる研究者に対して、 世間は不信の目を向けているのだろう。ここに、 アンケトにも表れていた専門家ならではの苦悩がある。専門的なデータ 理解するためには、そのデータを理解するための専門的な知識が必要となるが、そのよう 知識は特定の専門家しか持ちえない。インターネットがいくら発達したとしても、知識の利用方法までは簡単に 習得できない。したがって、科学的データや情報が、地域の多様なステ クホルダーの協議や協働に役立つためには、デー 信頼してもらえる仕組みやデータを理解でき ようにする仕組みが必要な ある。それは、おそらく日ごろか その専門家と地域住民が触れ合うことであり、データを取っている人自体を信頼し もらえるような人間 の構築な ではないかと感じている。
最後に、大学の最も根源的な役割は、人材を育成し社会に供給することである。これからは地
域が大学にとって重要な教育の場の一つとなる訳であるが、地域によって育てられた人材が、その地 で活躍す ことになれば、地域にとっても大学にとっても喜ばしいことである。そのような人材が沢山いれば、専門的 知識は 自然 地域に理解され 活用されることだろ 。 「地域と大学が協働して人づくりをし 育てられた人材が地域社会の一員 なって大学等と協働して課 いる教員もおり、こうした地域連携活動の中心的役割を担うことに対しては躊躇する意見もあった。これに関しては のようなフィールド研究や超学際的研究およびアクティブラーニングの実施には不可欠なものであり、大学や研究者コミュニティーがその労力を評価する仕組みを作り上げる必要がある。残念なことに これまでの、いや、今の大学のシステムや学術界の評価システムには、座学とフィールド学習の区別は されておらず 現場での問題解決に即した研究活動に至っては、単 る事例として扱われ、研究成果とし 取り上げられさえしないような風潮がある。今後、幡豆での経験や実績を重ね また 常に振り返りながら、新たな学び スタイルと研究のあり方を整理し 体系化す ことが必要だろう。
今後の大学と地域の関わり方
今後、大学にとって 地域が教育の場としてますます重要となることを述べてきた。一方、地
域からみて、大学にはどのような役割が期待されているのであ か。大学で教鞭を執る教員は皆何ら の専門家であり、そこで学ぶ学生も専門的知識や技術の習得のために大学に入学している。幡豆 おいてもそうで ったように 学 在籍する様々 分野の専門家が集結し、正確な科学的知識に基づき、最新の手法によって、地域住民だけでは触れる でき い情報やデータを提供することは、大学が果たせ 役割の一つであろう。また ういった 専門的 データで地域 資源や製品を評価することは、地域のブランド創造 も貢献できる はないかと考えてい 。
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幡豆のエリアケイパビリティー
1
　
幡豆の
AC
サイクル
東海大学の教員と学生による幡豆での活動は、二〇一二年四月からは、京都にある文部科学省
の大学共同利用機関法人・人間文化研究機構・総合地球環境学研究所の「東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上」プロジェクト（以後、地球研
A
Cプロジェクト）の活動と
しても展開してきている。このプロジェクトは、 地球規模で起きている様々な環境問題の根源を、人と自然の関係性が崩れてきた結果であると捉え、その問題解決のために、人と自然のあるべき関係性を描き、そこに至るためのアプローチを考えることを目的としている。 「エリアケイパビリティー」とは、このプロジェクトで草案される人と自然のあるべき関係性・状態を指す造語であり、プロジェクトリーダーの石川智士（元東海大学海洋学部准教授）によって考えられたものである。 題解決を考える」 、幡豆で活動した経験から、こうした循環を作ることが地域連携を目指す大学の求められる姿であるように感じた。

（仁木将人・石川智士）
参考・引用文献早瀬善正 種倉俊之・社家間太郎・松永育之・吉川
 尚・松浦弘行・石川智士（二〇一一）愛知県幡豆町の干
潟および岩礁域潮間帯の貝類相。東海大学海洋研究所研究報告、三二号、一一
－ 三三頁。
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課題を整理してみたい。
アサリやクルマエビ、チヌ（クロダ
イ）やヒラメなどの魚介類や、第
1部
で紹介した幡豆石（矢穴石）や民話といった歴史や民俗などが、幡豆の地域資源として考えられる。ここでは、特殊性や生態的重要性、今後の観光開発の可能 を含めトンボロ干潟を中心に
A
Cサイクルを考えてみたい。
幡豆のトンボロ干潟は、春から夏に
かけて潮干狩り場として活用されており、地域にとっても重要な場所と認識されている。また、漁協を中心耕耘や波消しブロック 投入などの保全活動も行われている。こ ように利用と保全活動が実施されていることから、アサリや貝類を地域資源として
A
Cサイクルは完成していると思われ
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図 1　AC サイクル
地球研
A
Cプロジェクトでは、幡豆以外にも東南アジアのタイやフィリピン、国内の沖縄県石
垣島など自然が豊かに残り、人々が自然の恵みをうまく利用している地域で、人と自然のあるべき関係性・状態を探るための超学際的研究を展開している。このプロジェクトのリーダーである石川准教授は、幡豆での活動を先導してきた一人であり、地球研
A
Cプロジェクトの立案には、
幡豆での活動が大きく影響している。
地球研
A
Cプロジェクトの成果として、エリアケイパビリティーの向上には、
（1）地域住民組織
による地域資源の活用とケア、
（2）外部の専門家と地域行政および地域住民組織の協力による地域
資源の利用とケア 評価、
（3）持続的利用による地域資源のブランド化と地域社会のプライドの涵
養という三つの側面が重要とされている。ま 、人と自然のより良い関係性を体系化したエリアケイパビリティーサイクル（
A
Cサイクル）という地域資源の活用モデルが提示されている
（図
1）（石川・渡辺
 二〇一五） 。この
A
Cサイクルでは、地域資源の発見（再発見） 、地域資源の新
たな利用、地域の利用とケアを担う利用者グループの形成 地域資源を支える環境への興味関心の涵養、 資源と環境のモニタリング、 保全活動によ 環境と資源状態の改善、 外部評価と社会発信、外部からの評価とブランド化といった事象が連携しながら実施されることの重要性が提言されいる。人と自然のあるべき関係性をつくるためには 豊富な自然と伝統 有する幡豆は、まさにこのエリアケイパビリティーを実証するにはうってつけの場所である。 うよりも、幡豆で可能性をもとに、こ エ アケイパビリティーが草案された 言えるかもし ない。ではの現状を、エリアケイパビリティーの概念と照らし合わせてみることで 幡豆の可能性 今後の
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図 2　アサリを資源とした AC サイクル
図 3　アサリを資源とした AC サイクル（右）＋多様性を資源とした AC サイクル（左）
る。ただ、
A
Cサイクルでは、 「環境保全」ではなく「環境のケア」としている点から今少しの
追加の作業が必要と思われる。また、このケアの効果は科学的に検証され、その成果が外部から評価されることで、地域のブランド化が図られる必要がある。
アサリの棲家としてのトンボロ干潟や沿岸環境については、利用者グループである漁業者の
方々は、さすがに関心 高く、餌とな アオサの量や透明度、貧酸素水塊の発生状況など様々な面を気にかけておられる。ただ、透明度に影響を与えるプランクトンやアオサ 生育や貧酸素水塊の発生に深くかかわ 窒素やリンなど 栄養塩の濃度や起源となると、正確な数値は把握されていなかった。この科学的側面については、前章で触れ 東海大学海洋学部との連携 てデータ収集や現状認識が進められてい
ケアの検証となるとアサリの資源量で端的に表すことができるだろう。この点は、漁獲量で見
ることができる。また、東海大学の授業がトンボロ干潟で実施さ ており、毎年実施され 生物調査のデータが蓄積されることになっ 課題としては、これらのケアとその成果を外部に発信して、アサリとそれを支えるトンボロ干潟生態系をブランド化す ことにな だろう。
ケアの検証とブランド化に関しては、幡豆で実施されている環境学習 大 な意味を持つ。潮
干狩り客とは異なり、環境学習の参加者は、アサリや貝だけでな 食料とはならないゴカイや小型のカニなど、多くの生物に関心 持ち、このトンボロ干潟の多様性を楽しみ、また、干潟ケアがアサリだけでなく生物多様性 環境保全 も十分機能していることを広く知ることになるだろう。また、東海大学海洋学部の教員や学生が中心 て行っ 学術研究 成果も、そ
環境学習の AC サイクル 潮干狩りの AC サイクル
潮干狩りの AC サイクル
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2
　
沿岸社会の持続的発展に向けて
長きにわたり人口は横ばいであった幡豆地区であるが、最近では若干の人口減少と高齢化が顕
在化してきている。豊かな自然と近隣の都市との関係性から、この土地がどのような発展を遂げるかは、日本の沿岸社会発展を占う意味でもとても興味深い。
一般に高齢化は良くないと思われがち るが、これは現在の年金制度や社会保障制度が、高
齢者の費用を若者世代が支払う仕組みになっており、高齢者の比率が上がれば、支える若者世代の負担が増えて、全体的に景気が悪くなると考えられているためであろう。しかし 幡豆では、お年を召した方もとても元気である。特に漁業や観光業は、定年が明確ではなく、年齢よりも実際にどのような仕事を担えるかが重要である。むしろ、多様な生物についての知識や調理方法などに関する知識が豊富な方がい こと 重要であり、それがこの土地の新たな資源となるのではないだろうか。
働くことは生きがいを持つこと つながり、個人の尊厳を高めやる気を引き出す。高齢化率が
高いかどうかよりも、どれだけ 人が元気に生 を持ち、暮らしているかが本来重要な だろう。人口減少があまりに進むと町とし の機能不全を起こすため ある程度 人口を維持することは大切であるものの、子供たちが幡豆の海辺で夕方まで遊んでいられる環境がある限り、こ の一助を担うことになる。
外部の研究者による適正な利用とケアの評価によって、アサリなどの貝類を地域資源としたA
Cサイクルが完成する
（図
2）。またそれと同時に、環境学習の実施は、トンボロ干潟が持つ生
物多様性という新たな地域資源を生み出し、その活用を契機とした新たな
A
Cサイクルの確立が
始まる
（図
3 ・左のサイクル）
。
こ
の
生
物
多
様
性
を
資
源
と
し
た
新
た
な
A
Cサイクルでは、漁業者だけ
でなく研究者や環境学習の参加者を含む新たな利用者グループが形成される。この新たな利用者グループは、干潟および沿岸 環境に関する情報を集積させ、モニタリングを完成させ、新たな保全活動をスタートさせる。実際に、東海大学と地球研の研究者らは、共同したトンボロ干潟の生物観察をサポートするフィールドガイドを出版した（石川ほか
 二〇一六） 。
幡豆には、第
1部で触れた幡豆石や民話などの文化的資源や、三ヶ根山やアサギマダラといっ
た陸域の自然資源なども豊富にある。これらの資源をしっかり認識 新たな利用を考えることで、さらに多くの
A
Cサイクルが描かれる可能性がある。
A
Cサイクルは、利用とケアのバラン
スが取れた活動に対して一つ描かれ 。このため、
A
Cサイクルの数は、地域の資源の豊富さと
利用者グループの数（コミュニティーの数）を表すものであり、その数が多いほど、本来の意味の豊かさを表せる だと考えられる。
A
Cサイクルの数を基準とした豊かさ指数では、幡豆は
全国でもトップクラスに入るだろう。

（石川智士）
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活性化の方策の基礎に置く必要がある。

（石川智士）
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石川智士・渡辺一生 （二〇一五） エリアケイパビリティー――地域資源活用のすすめ。総合地球環境学研究所、
京都。
の土地で子育てしたいと思う世帯はなくならないのではないだろうか。自然が生きがいとプライドをもたらし、社会が仕事 安全を保障する地域こそが、これからの「ポスト昭和の成熟社会」であるように感じる。その可能性がこの土地にはある。
幡豆の海と自然の関係性を漁業や地域振興を軸に振り返ってみて、この土地に多くの自然が残
り、また、海と共存している社会が存在していることは、単 る偶然ではなく、この土地に暮らす人が 自然の豊かさを古くから感じ大切に思ってきたことと、社会の変化に柔軟に対応してきたことによるものだと理解できた。環境保全や自然保護の活動 、とかく開発批判や人為的環境改変を否定的に捉える側面があるが この土地では、古くは打瀬網漁のような新しい技術を積極的に導入し、鉄道の誘致を積極的 行った また、埋め立 も古くから行われ、海岸道路の整備なども進めてきている。豊かな生活を求める開発と自然保護や環境保全を調和させる考え方（エリアケイパビリティー 発想）が、古くからこの土地には根付い で いかとさえ思えてくる。 「幡豆は何もな 、こ 景色が自慢です」と幡豆町歴史民俗資料館（現在は西尾市幡豆歴史民俗資料館）の広場から臨む三河湾を見なが 説明してくれた当時の町役場職員の方の言葉が忘れられない。この言葉でいう「何 ない」は、本当に何もないのではな 、経済合理化や規模拡大に直結するようなものはな という とであり 「 景色 自慢です」に 、このの本当の豊かさへの自負があった だろう。今後の持続的沿岸社会 発展 、まさし こ 、本当 豊かさとそ を豊かと感じる自負が必要な だ 考えさせ れ これからの社会に生る私たちは、この感覚を磨か ければならないだろう また こ 価値観を、今後 教育や地域
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